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222／13 新入園児の一日体験入園222／／13 新入園児の一日体験入13 新入園児の一日体験入園園

松松松崎幼稚園中川園で、来年度の新入園児の一日体験入園が行われました。松松崎幼稚園中川園で、来年度の新入園児の一日体験入園が行われました松崎幼稚園中川園で、来年度の新入園児の一日体験入園が行われました。。
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松
崎
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
決
定
！

松
崎
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
決
定
！

ら

歳
ま
で
の
２
８
５
人
、
３
５

８１
３
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
月

日（
金
）に
、
町
長
は
じ

２５

め
７
人
の
選
考
委
員
に
よ
る
厳
正

で
慎
重
な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀

賞
（
採
用
作
品
）
に
大
阪
府
和
泉

市
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

深
川
重
一
さ
ん
（

）
の
「
ま
っ

６４

ち
ー
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
っ
ち
ー
は
、
町
の
「
桜
葉
・

桜
」「
な
ま
こ
壁
」「
豊
か
な
自
然
」

「
元
気
な
子
ど
も
」
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
も
の
で
、
町
を
宣
伝
す
る

内
容
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
キ
ャ
ラ
ク

町
に
は
、
海
、
山
、
川
の
豊
か

な
自
然
環
境
や
景
観
、
な
ま
こ
壁

の
建
物
や
石
部
の
棚
田
、
漆
喰
鏝

絵
、
全
国
生
産
の
７
割
を
占
め
る

桜
葉
等
、
多
く
の
地
域
資
源
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
魅
力
を
全
国
に

発
信
し
、
皆
様
に
広
く
愛
さ
れ
る

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作

成
す
る
た
め
、
昨
年

月
１
日（
木
）

１１

か
ら

月

日（
金
）に
か
け
、
全

１２

２８

国
公
募
を
行
い
ま
し
た
。

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

は
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄

県
ま
で

都
道
府
県
で
、
７
歳
か

３７

タ
ー
の
中
に
含
ま
れ
、
着
ぐ
る
み

と
し
て
も
活
用
度
が
高
い
点
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
今
後
多
く
の
皆
様
に

愛
さ
れ
、
か
わ
い
が
ら
れ
る
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
目
指
し
、広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
へ
の
登
場
や
着
ぐ
る

み
、
グ
ッ
ズ
等
を
製
作
し
、
イ
ベ

ン
ト
や
町
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

ま
っ
ち
ー
の
魅
力
を
発
信
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

審査の様子

最
優
秀
賞
以
外
の
入
賞
者
は
、

次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
優
秀
賞
】
石
原
和
貴
（
神
奈
川

県
藤
沢
市
）
指
出
真
紀
（
静
岡
県

松
崎
町
）

【
入
賞
】
高
柳
順
子
（
静
岡
県
三

島
市
）
関
根
身
依
子
（
神
奈
川
県

川
崎
市
）
松
岡
英
男
（
山
形
県
山

形
市
）
金
津

博
（
新
潟
県
上
越

市
）
谷
口
志
穂
（
埼
玉
県
鶴
ヶ
島

市
）
草
野
敬
一
（
長
崎
県
長
崎
市
）

遠
藤
ヒ
サ
（
群
馬
県
高
崎
市
）

岩
倉
隆
行
（
鹿
児
島
県
霧
島
市
）

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

最優秀賞「まっちー」

「「
ま
っ
ち
ー

「
ま
っ
ち
ー
」」

「「
ま
っ
ち
ー

「
ま
っ
ち
ー
」」

マスコットキャラクター応募一覧
点数応募者都道府県名点数応募者都道府県名

５４滋 賀 県９６北 海 道

１０１０兵 庫 県１１青 森 県

３３奈 良 県４２岩 手 県

２７２４大 阪 府４３山 形 県

２２島 根 県３２茨 城 県

３２岡 山 県４４栃 木 県

６５広 島 県１８１６埼 玉 県

２２山 口 県６６群 馬 県

１１香 川 県９８千 葉 県

１１愛 媛 県４２３８東 京 都

３２高 知 県１９１４神奈川県

１０７福 岡 県７４新 潟 県

１１佐 賀 県２２石 川 県

４４長 崎 県３２長 野 県

１１熊 本 県７４岐 阜 県

１１宮 崎 県１１４８８静 岡 県

２２鹿児島県１０７愛 知 県

１１沖 縄 県２２三 重 県

３５３２８５合 計６３京 都 府

最優秀賞の深川さん（左）と優秀賞の指出さん（右）
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農
業
委
員
、
農
業
振
興
会
員
、

Ｊ
Ａ
、
農
林
事
務
所
、
町
で
構
成

す
る
松
崎
町
農
業
再
生
協
議
会
が
、

静
岡
県
耕
作
放
棄
地
再
生
活
動
表

彰
で
優
良
賞
を
受
賞
し
、
２
月
１２

日
（
火
）
に
静
岡
市
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

本
表
彰
は
、
本
年
度
初
め
て
県

で
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
耕
作
放

棄
地
の
再
生
活
動
が
、
地
域
の
農

地
利
用
促
進
や
保
全
管
理
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
他
地

域
で
の
実
践
の
模
範
と
し
て
波
及

効
果
が
期
待
で
き
る
者
（
団
体
）

を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
静
岡

県
に
お
け
る
耕
作
放
棄
地
の
再
生
・

利
用
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

松
崎
町
お
よ
び
松
崎
町
農
業
再
生

協
議
会
の
取
り
組
み

①
農
地
貸
借
等
の
情
報
公
開

今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
耕
作

放
棄
地
と
将
来
農
業
経
営
に
不
安

が
あ
る
耕
地
を
、
農
地
を
拡
大
し

た
い
・
新
し
く
農
業
を
始
め
た
い

担
い
手
と
結
び
つ
け
る
た
め
、
貸

借
お
よ
び
売
買
の
希
望
が
あ
る
農

地
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
、

農
業
委
員
会
窓
口
で
閲
覧
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
農
業
会
議
所
と
も

連
携
し
、
全
国
的
に
情
報
発
信
を

し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
数

も
多
く
、
特
に
町
外
か
ら
の
訪
問

相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
に

約

ア
ー
ル
の
登
録
さ
れ
た
耕
作

５０
放
棄
地
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
耕
作
放
棄
地
の
所
有
者

か
ら
も
、
台
帳
へ
登
録
し
て
、
公

開
し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
も
あ
り

ま
し
た
。

②
乗
用
草
刈
機
に
よ
る
農
地
の
保

全
管
理

営
農
再
開
は
も
と
よ
り
、
美
し

い
農
村
景
観
維
持
と
い
う
観
点
か

し
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
約

ア
ー
ル
の

７０

耕
作
放
棄
地
が
解
消
さ
れ
、
営
農

が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

⑤
農
業
後
継
者
対
策
事
業

地
域
農
政
の
大
き
な
課
題
は
、

農
業
後
継
者
の
確
保
で
す
。

町
で
は
、
５
年
以
上
農
業
経
営

を
行
う
満

歳
以
下
の
新
規
就
農

５０

者
に
対
し
、
最
大

万
円
の
奨
励

８４

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
規
就
農
者
の
農
作
業

用
機
械
購
入
に
対
し
最
大

万
円

３０

の
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

〈
就
農
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉

町
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
就

農
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実

施
し
、
農
地
の
確
保
か
ら
経
営
支

援
ま
で
を
行
う
体
制
を
整
え
て
い

ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
町
で
は
農

業
振
興
に
関
す
る
支
援
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

農
地
を
拡
大
し
た
い
・
新
し
く

農
業
を
始
め
た
い
方
、
農
産
物
を

使
っ
た
商
品
開
発
を
し
た
い
・
販

路
開
拓
を
し
た
い
方
、
鳥
獣
害
の

防
除
を
し
た
い
方
等
、
就
農
・
営

農
の
ご
相
談
は
、
産
業
建
設
課
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

ら
保
全
管
理
を
進
め
る
た
め
、
県

下
で
い
ち
早
く
乗
用
草
刈
機
を
導

入
し
ま
し
た
。

導
入
し
た
乗
用
草
刈
り
機
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
貸
与

し
て
い
ま
す
。
従
来
の
人
力
作
業

と
比
較
す
る
と
、
費
用
も
安
く
、

作
業
時
間
も
短
縮
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
草
刈
り
を
依
頼
す
る
方

の
経
済
的
負
担
も
軽
減
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
草
刈
り
機
導
入

後
の
２
年
間
で
、
約
８
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
農
地
の
保
全
管
理
が
図
ら
れ

ま
し
た
。

③
耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
経
営
展

開
事
業
（
ハ
ー
ブ
実
証
栽
培
）

耕
作
放
棄
地
の
解
消
と
合
わ
せ

て
、
新
た
な
特
産
品
に
よ
る
農
業

振
興
を
図
る
た
め
、
ハ
ー
ブ
の
実

証
農
地
を
再
生
整
備
し
、
加
工
品

の
試
作
や
試
験
販
売
等
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

農
業
振
興
会
で
は
、
レ
モ
ン
グ

ラ
ス
と
い
う
ハ
ー
ブ
の
６
次
産
業

化
に
取
り
組
む
等
、
活
動
の
広
が

り
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

④
耕
作
放
棄
地
緊
急
対
策
事
業

町
で
は
、
耕
作
放
棄
地
を
借
り

て
、
再
生
し
営
農
再
開
ま
で
の
経

費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
再
生
作

業
経
費
は
、
ほ
ぼ
利
用
者
負
担
な

石
部
赤
根
田
村
百
笑
の
里
は
、

農
山
漁
村
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
資
源
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
地
域
と
し
て
登
録
さ
れ
た

県
内

の
「
ふ
じ
の
く
に
美
し
く

４５

品
格
の
あ
る
邑
」
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
回
、
登
録
さ
れ
た
邑
の
中
か

ら
、
先
導
的
か
つ
象
徴
的
な
事
例

と
し
て
、
活
発
で
発
展
的
な
活
動

に
取
り
組
む
、
６
邑
の
一
つ
に
石

部
赤
根
田
村
百
笑
の
里
が
選
定
さ

れ
、
２
月
４
日
（
月
）
の
顕
彰
式

典
に
お
い
て
、
静
岡
県
知
事
よ
り

顕
彰
を
受
け
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４ 顕彰を受ける高橋会長

表彰式にて
（後段右から５番目・藤井会長）

静
岡
県
知
事
顕
彰
を
受
賞

―
石
部
赤
根
田
村
百
笑
の
里
―

˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙

松
崎
町
農
業
再
生
協
議
会
が

静
岡
県
耕
作
放
棄
地
再
生
活
動
優
良
賞
を
受
賞
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生
涯
学
習
だ
よ
り
～
社
会
教
育
事
業
報
告
～

松
崎
町
の
社
会
教
育
は
、「
学
習

の
生
涯
化
」「
学
習
の
地
域
化
」
を

基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

住
民
の
皆
様
が
、
自
ら
課
題
を

解
決
し
、
自
己
を
高
め
て
い
く
た

め
に
、
学
習
活
動
の
場
を
提
供
し

て
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。

松
崎
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
教
養
部
と

の
共
催
で
、
生
涯
学
習
公
演
会

「
ピ
エ
ロ
の
ス
ー
パ
ー
サ
ー
カ
ス
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
の
入
場

者
は
２
５
０
人
を
超
え
、
会
場
全

体
が
参
加
型
の
さ
ま
ざ
ま
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

生
涯
学
習
教
室
は
、
初
心
者
で

も
気
軽
に
参
加
で
き
、
楽
し
ん
で

活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生

涯

学

習

公

演

会

今
年
度
の
教
養
講
座
は
、「
歴
史
」

を
テ
ー
マ
に
、
地
域
の
歴
史
か
ら

日
本
史
や
世
界
史
へ
の
つ
な
が
り

を
見
つ
け
る
『
賀
茂
の
近
代
史
』

と
依
田
勉
三
翁
帯
広
開
拓
１
３
０

周
年
『
ふ
る
さ
と
十
勝
と
松
崎
』

の
２
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

３
月
３
日
（
日
）
に
は
、
松
崎

町
体
育
協
会
と
の
共
催
で
、
早
稲

田
大
学
駅
伝
監
督
・
渡
辺
康
幸
さ

ん
を
講
師
に
招
き
「
自
ら
育
つ
力
」

と
題
し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

町
内
外
の
施
設
や
行
事
で
小
・
中
・

高
校
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

今
年
度
は

人
が
登
録
し
、
さ

８８

ま
ざ
ま
な
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

年

時
間
以
上
活
動
し
た
生
徒

２０

は

人
、

時
間
活
動
し
た
生
徒

２３

７５

も
い
ま
し
た
。

生

涯

学

習

教

室

教

養

講

座

生

涯

学

習

講

演

会

ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

ピエロのスーパーサーカス (11月実施)

親子(子ども)料理教室(8月実施)
講師：松崎町健康づくり食生活推進協議会委員

デジカメ写真教室(8月～12月全5回実施)
講師：石田博之さん

牛乳・乳製品の摂取を高めるための食生活料理教室(２月実施)
講師：松崎町健康づくり食生活推進協議会委員

高血圧予防教室(２月実施)
講師：松崎町健康づくり食生活推進協議会委員

賀茂の近代史全３回(10月実施)
講師：桜井祥行さん

ふるさと十勝と松崎 (11月実施)
講師：橋本敬之さん

海岸清掃ボランティア

この他に、自主的な

講座運営を教育委員会

がお手伝いする「生涯

学習塾」が１講座開設

されました。
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軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現

在
で
、
原
動
機
付
自
転
車
・
軽
自

動
車
・
小
型
特
殊
自
動
車
・
二
輪

の
小
型
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る

方
に
税
金
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

廃
車
や
名
義
変
更
等
の
手
続
き

が
４
月
１
日
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
、

１
年
分
の
税
金
を
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
と
、

毎
年
課
税
さ
れ
る
た
め
、
ト
ラ
ブ

ル
の
元
に
な
り
ま
す
。
手
続
き
は

３
月
末
ま
で
（
今
年
は
３
月

日
３１

が
日
曜
日
の
た
め

日（
金
）ま
で
）

２９

に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

〈
こ
ん
な
と
き
は
手
続
き
を
〉

所
有
者
や
所
有
者
の
住
所
が
変

更
に
な
っ
た
場
合
は
、
申
告
が
必

要
で
す
。
上
表
の
各
届
出
先
で
必

要
書
類
等
を
確
認
し
、
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

○
所
有
者
が
町
外
へ
引
っ
越
し
を

す
る
場
合
は
、
住
所
変
更
等
の

手
続
き

○
所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
は
、

名
義
変
更
・
廃
車
等
の
手
続
き

○
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
は
、
警
察

に
盗
難
届
を
出
し
て
、
廃
車
の

手
続
き
（
盗
難
届
を
出
し
た
だ

け
で
は
課
税
さ
れ
続
け
ま
す
。）

○
解
体
処
理
業
者
等
に
解
体
を
依

頼
し
た
場
合
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
や
車
検
証
等
を
回
収
し
、

廃
車
の
手
続
き

○
知
人
等
か
ら
譲
っ
て
も
ら
っ
た
、

知
人
等
へ
譲
っ
た
場
合
は
、
名

義
変
更
の
手
続
き

○
松
崎
町
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

が
破
損
・
紛
失
し
た
場
合
は
、

窓
口
税
務
課
で
、
現
在
の
ナ
ン

バ
ー
を
抹
消
し
、
新
し
い
ナ
ン

バ
ー
を
取
得
（
故
意
に
破
損
し

た
場
合
は
、
弁
償
金
が
か
か
り

ま
す
。）

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

軽
自
動
車
税
の
手
続
き
は

３
月
末
ま
で
に

〈
岩
科
財
産
区
議
会
〉

任
期
満
了
に
伴
う
岩
科
財
産
区

議
会
議
員
選
挙
が
、２
月
５
日（
火
）

に
告
示
さ
れ
、
無
投
票
で
新
し
い

議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

○
財
産
区
と
は

町
と
は
別
の
独
立
し
た
法
人
格

を
持
つ
地
方
公
共
団
体
で
す
。

財
産
区
の
設
置
目
的
は
、
財
産

区
住
民
の
福
祉
の
増
進
で
あ
り
、

財
産
の
管
理
お
よ
び
処
分
等
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
ま
す
。

〈
農
業
委
員
会
〉

任
期
満
了
に
伴
う
松
崎
町
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
が
、
２
月

日
１９

（
火
）
に
告
示
さ
れ
、
無
投
票
で

新
し
い
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

新
委
員
の
皆
様
に
は
、
農
地
の

有
効
利
用
の
調
整
や
耕
作
放
棄
地

対
策
等
、
町
の
農
業
振
興
の
た
め

に
ご
尽
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

○
農
業
委
員
会
の
役
割
と

農
地
法
の
手
続
き

農
業
委
員
会
で
は
、
地
域
に
お

け
る
優
良
農
地
の
確
保
を
目
的
と

し
て
、
農
地
の
売
買
や
貸
借
等
の

権
利
移
転
申
請
、
農
地
を
宅
地
等

の
他
の
目
的
に
変
更
す
る
転
用
申

請
等
に
つ
い
て
、
農
地
法
等
の
法

律
に
基
づ
い
て
判
断
し
て
い
ま
す
。

農
地
法
の
手
続
き
が
必
要
と
な

る
場
合
は
、
農
業
委
員
ま
た
は
産

業
建
設
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

岩岩岩
科
財
産
区
議
会
の
議
員
と

農
業
委
員
会
の
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

岩岩
科
財
産
区
議
会
の
議
員

岩
科
財
産
区
議
会
の
議
員
とと

農
業
委
員
会
の
委
員
が
決
ま
り
ま
し

農
業
委
員
会
の
委
員
が
決
ま
り
ま
し
たた

○岩科財産区議会議員

地 区氏 名

八木山田 口 公 夫

峰山 本 太 美 雄

野田佐 藤 洋 司

金沢池

道部山 地 秋 雄

岩地窓 明

石部窓 橋 秀 康

雲見鈴 木 安 一 郎

任期：平成２５年２月２６日～平成２９年２月２５日

○農業委員会委員

担 当 地 区氏 名

松崎・道部岡 村 光 宏

江奈稲 葉 洋 和

桜田成 川 静 雄

伏倉・宮内関 榮 次

池代・小杉原・明伏新 田 博 之

大沢・峰輪・船田山 本 勝 俊

門野・南郷・吉田山 本 総 一

建久寺・那賀土 屋 か ず 枝

山口・指川・金沢佐 藤 美 晃

松尾・中村・野田菊 池 幸 雄

峰・八木山渡 辺 文 彦

岩地・石部・雲見窓 橋 治

任期：平成２５年３月２２日～平成２８年３月２１日

軽自動車税の納期限は５月末に変更になります。

届出場所・問合せ先軽自動車の種類

窓口税務課
緯（４２）３９６８

・１２５cc以下の原動機付自転車
・小型特殊自動車
・５０cc以下のミニカー

静岡県軽自動車販売店協会
緯０５５（９８８）４０２２

・１２５cc～２５０cc以下の軽二輪車

軽自動車検査協会沼津支所
緯０５５（９８８）３８４７

・軽自動車（軽三輪・軽四輪）

沼津自動車検査登録事務所
緯０５０（５５４０）２０５１

・２５０ccを越える
二輪の小型自動車
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－

俳

句－

稲

葉

文

字

山

本

武

男

小

林

一

男

佐

藤

享

細

矢

金

治

石

田

宏

小

林

忠

男

山

本

一

詞

依
田
ふ
じ
枝

稲

葉

菊

恵

土
屋
規
矩
子

吉
岡
う
た
子

斎
藤
み
つ
子

鈴
木
す
み
江

清

水

高

子

夏

目

和

子

松
田
美
智
子

海
苔
の
香
に
幸
せ
貰
ふ
朝
飼
か
な

咳
込
め
ば
吾
を
見
守
る
家
の
者

小
買
物
余
寒
の
路
を
小
走
り
に

終
の
地
に
新
種
の
桜
植
え
に
け
り

着
ぶ
く
れ
て
長
生
き
す
る
た
め
歩
く

海
苔
を
掻
く
笊
を
大
事
に
岩
を
飛
ぶ

か
ご

梅
咲
く
や
一
枝
を
胸
に
挿
し
も
し
て

悔
い
多
し
残
る
寒
さ
の
終
猟
日

立
春
の
雲
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
け
り

か
ら
か
ら
と
あ
ら
れ
炒
る
夜
の
余
寒
か
な

は
ん
ば
海
苔
好
み
し
亡
夫
に
供
へ
け
り

眉
ほ
ど
の
明
月
青
く
余
寒
か
な

花
団
子
揺
れ
る
明
治
の
太
柱

一
枚
を
重
ね
出
掛
け
る
余
寒
か
な

遠
来
の
友
待
つ
部
屋
の
火
鉢
か
な

探
梅
や
ま
だ
ま
だ
固
き
枝
の
先

春
の
風
邪
寝
て
も
起
き
て
も
持
て
余
し

僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

松松松

崎崎

文文

芸芸

津波避難訓練の実施について

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦

４
月
１
日（
月
）か
ら
、
松
崎
警
察
署
が

「
下
田
警
察
署
松
崎
分
庁
舎
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

松
崎
警
察
署
は
、
災
害
対
策
の

強
化
と
重
大
事
件
・
事
故
へ
の
対

応
強
化
を
目
的
と
し
て
、
４
月
１

日（
月
）か
ら
下
田
警
察
署
に
統
合

さ
れ
「
下
田
警
察
署
松
崎
分
庁
舎
」

と
し
て
再
出
発
し
ま
す
。

今
回
の
統
合
に
よ
り
、
松
崎
分

庁
舎
に
は
、
責
任
者
で
あ
る
担
当

次
長
を
配
置
す
る
他
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
、
現
場
で
活
動
す
る
実
動

の
警
察
官
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
事
件
・
事
故
等
が
発
生

し
た
際
に
は
、
松
崎
分
庁
舎
の
勤

務
員
の
他
、
下
田
警
察
署
か
ら
も

応
援
に
駆
け
付
け
る
等
、
対
応
強

化
が
図
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
松
崎
分
庁
舎
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
各
課
の
業
務
（
警
察
行

政
サ
ー
ビ
ス
）
に
つ
い
て
も
、
ご

く
一
部
を
除
い
て
、
原
則
、
継
続

さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
静
岡
県
警
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
松
崎
警
察
署
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

分
庁
舎
化
に
あ
た
り
、
３
月
２２

日
（
金
）
、
午
後
１
時

分
か
ら
環

３０

境
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い

て
「
松
崎
分
庁
舎
安
全
・
安
心
出

発
式
」
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

〈
松
崎
分
庁
舎
の
取
り
扱
い
業
務
〉

○
事
件
・
事
故
の
届
出

○
遺
失
・
拾
得
届
出

○
各
種
相
談
受
理

○
運
転
免
許
の
更
新
（
優
良
運
転

者
お
よ
び
高
齢
運
転
者
の
更
新

の
際
、
即
日
交
付
は
で
き
ま
せ

ん
。
即
日
交
付
を
希
望
す
る
場

合
は
、
下
田
警
察
署
も
し
く
は

最
寄
り
の
警
察
署
、
各
運
転
免

許
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。
松
崎
分
庁
舎
で
交
付
を
受

け
る
場
合
は
、
お
お
む
ね
２
、

３
週
間
か
か
り
ま
す
。）

○
車
庫
証
明
事
務
、
道
路
使
用
許

可
等
受
付

○
生
活
安
全
関
係
の
許
認
可
受
付

（
銃
砲
の
新
規
所
持
許
可
申
請

お
よ
び
火
薬
類
運
搬
届
出
に
つ

い
て
は
、
受
け
付
け
が
で
き
ま

せ
ん
。
下
田
警
察
署
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。）

【
問
合
せ
】

松
崎
警
察
署
（
４
２
）
０
１
１
０

˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙

１
月

日
（
火
）、
齋
藤
町
長

２９

は
、
稲
葉
さ
ん
の
入
所
し
て
い
る

介
護
老
人
保
健
施
設
「
し
お
さ
い
」

を
訪
問
し
、
お
祝
い
金
と
記
念
品

を
贈
呈
し
て
、
１
０
０
歳
の
誕
生

日
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

齋
藤
町
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉

を
受
け
た
稲
葉
さ
ん
は
「
本
当
に

う
れ
し
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。」
と
応
え
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

稲

葉

さ

だ
さ
ん

い
な

ば

（
大
正
２
年
１
月

日
生
）

２８

１
０
０
歳
の
お
祝
い

【日 時】３月１０日（日）午前１０時～

【対 象】津波による浸水が想定

される地区

【その他】午前１０時にサイレンを鳴ら

し、訓練放送を行います。

【問合せ】総務課（４２）３９６３

マックスバリュ東海㈱と
災害協定締結

１月３１日（木）、町は、マックスバリュ

東海㈱と、災害時における食料品や生

活必需品の物資供給支援に関する協定

を結びました。

【問合せ】総務課（４２）３９６３

100歳のお祝いを受ける稲葉さん



２/１１

鬼射まつり

池代地区にある日吉神社では、１年の厄除けや
家内安全等を願う伝統行事「鬼射まつり」が行わ
れました。早朝に池代川で身を清めた後、弓太郎
が約２０庵離れた的を目がけて弓を射ました。

２/２０

世界一の富士山景観へのチャレンジ協定締結

町は、世界でいちばん富士山がきれいに見え
る町実行委員会、三浦同志会、三浦地区の区長、
下田土木事務所と国道１３６号線（松崎～雲見区
間）の景観保全についての協定を結びました。

77

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

松
崎
町
は
、
昭
和

年
か
ら
、

５３

「
花
と
ロ
マ
ン
の
ふ
る
里
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
、
ま
ち
づ
く

り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
私
が
町
長
に
就
任

し
て
か
ら
は
、「
平
成
の
花
と
ロ

マ
ン
の
ふ
る
里
づ
く
り
」
と
し

て
、「
全
町
ま
る
ご
と
ふ
る
さ
と

自
然
体
験
学
校
」に
よ
る
グ
リ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
等
、
町
内

の
豊
か
な
自
然
環
境
、
景
観
、

文
化
、
産
業
等
の
地
域
資
源
を

活
か
し
た
施
策
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を「
外

部
の
目
」
に
よ
り
、
評
価
し

て
い
た
だ
く
た
め
、「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
へ
の

加
盟
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
連
合
へ

加
盟
し
た
だ
け
で
は
、
松
崎

町
は
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。「
美

し
い
村
」
と
い
う
旗
を
掲
げ

る
と
同
時
に
住
民
の
皆
様
が

主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と

が
、
松
崎
町
の
魅
力
を
継
続

さ
せ
て
い
く
最
良
な
手
段
だ

と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
考
え
の
下
、
一
緒

に
汗
を
か
い
て
い
た
だ
け
る
方

の
ご
協
力
を
求
め
る
た
め
、
町

内
回
覧
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り

委
員
の
募
集
を
し
た
と
こ
ろ
、

歳
か
ら

歳
ま
で
の
幅
広
い

２８

７６

年
代
の

人
の
「
町
を
良
く
す

３１

る
た
め
、
何
か
し
た
い
。」
と
考

え
る
方
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。先

日
、
ご
応
募
を
い
た
だ
い

た
方
が
集
ま
り
、
第
１
回
準
備

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
後
、

講
演
等
を
通
じ
、
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
共
通
認
識
を
深

め
、
委
員
会
を
発
足
さ
せ
る

予
定
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
、

町
民
の
皆
様
で
す
。
今
後
も

皆
様
の
意
見
を
伺
う
機
会
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
一
緒

に
町
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。松

崎
町
長

齋
藤

文
彦

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～
１月中旬～

冬の風物詩「川のり」採り最盛期

那賀川・岩科川河口で、川のり採りが最盛
期を迎えました。干潮時には、多くの方が、
川底の石についた川のりを手際よく採ってい
ました。

１/３０
松崎町建設業組合と災害協定締結

町は、松崎町建設業組合と、地震・風水害等
により町の管理する道路や河川等に被害が発生
した場合の応急対策業務の実施に関する協定を
結びました。

町長室からこんにちは ◯39



届出人年齢氏 名地 区

智76渡 邉 敏 郎宮 内

公 雄93船津租 代船 田

す な を83土 屋 泰 一那 賀

山本ゆり子81稲 昭 五山 口

文 義90白井てる子中 村

正 人84青 木 千池 代

真 行80関 よし子江奈３

卓69望 月 睦 子東 区

睦 雄84山本かね子道 部

健 二79佐 藤 照 夫東 区

子81石 田 倫 男江奈２

秀 一 郎104土 屋 静 男江奈２

淳86窓 木 國 義道 部

林88藤 池 一 子伏 倉

大橋道弘87奥 村 男宮 内

芋

咽

允

員
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印
印
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印
印
印
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印
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印
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印
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印
印
印
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印
印
印
印
印
印
印
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印
印
印
印
印
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六
四
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〇
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四
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一
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県
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崎
町

編
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山
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印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，６２５人（－１９人）

男 ３，６２２人（－１３人）

女 ４，００３人（－６人）

世帯数 ３，０７０戸（－７戸）

転 入 １１人 転 出 １５人

出 生 ３人 死 亡 ２０人

（平成２５年１月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 ４件 （＋３）

物損事故 １１件 （＋３）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ７人 （＋６）

二
〇
一
三
年
三
月
一
日
発
行

通
刊

第

五

八

六

号

おくやみ申し上げます（死亡）

平成２５年１月発生分

姉

妹

都

市

通

信

（ ）内は前年同月比

戸戸戸籍籍だよだよりり
（1月届出分（1月届出分））

保護者性別名 前地 区

鈴 木 昭 一男蒼 琉
そう る

江奈１

岡 部 伸 次女沙 羅
さ ら

八木山

依 田 卓女優 那
ゆ な

伏 倉

依 田 光 貴
（１１月届出分）

男翔 七 太
か な た

峰 輪

おめでとうございます（出生）

帯
広
市
は
広
大
な
十
勝
平
野
の

中
央
に
位
置
し
、
晴
れ
渡
っ
た
大

き
な
青
空
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
長

い
道
等
、
北
海
道
の
雄
大
さ
を
象

徴
す
る
景
色
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
帯
広
で
近
年
、
自
転
車
の

利
用
者
が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

平
坦
な
地
形
で
日
照
時
間
が
長

い
帯
広
は
、
自
転
車
の
利
用
に
と

て
も
適
し
て
い
て
、
健
康
ブ
ー
ム

や
環
境
問
題
へ
の
意
識
向
上
等
と

相
ま
っ
て
、
趣
味
は
も
と
よ
り
通

勤
や
通
学
に
利
用
す
る
人
が
増
え

て
い
る
よ
う
で
す
。

環
境
モ
デ
ル
都
市
で
あ
る
帯
広

市
と
し
て
も
、
自
転
車
を
二
酸
化

炭
素
を
排
出
し
な
い
環
境
に
優
し

い
乗
り
物
と
し
て
捉
え
て
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
や
サ

イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
の
設
置
等
、

環
境
施
策
の
一
つ
と
し
て
自
転
車

の
利
用
促
進
を
進
め
て
い
ま
す
。

改
め
て
見
直
さ
れ
て
い
る
自
転

車
で
す
が
、
そ
の
利
用
に
は
北
海

道
な
ら
で
は
の
避
け
て
通
れ
な
い
、

冬
の
雪
と
氷
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

冬
は
道
路
が
圧
雪
ア
イ
ス
バ
ー

ン
状
態
で
滑
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

冬
道
で
自
転
車
を
利
用
す
る
方
は

ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
自
転
車
を
冬

で
も
利
用
す
る
方
が
出
て
き
ま
し

た
。
専
用
の
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を

装
着
し
た
自
転
車
で
、
凍
っ
た
道

を
物
と
も
し
な
い
で
走
る
の
で
す
。

先
人
た
ち
が
厳
し
い
自
然
環
境

の
中
で
開
拓
を
進
め
、
寒
さ
の
怖

さ
や
つ
ら
さ
を
乗
り
越
え
て
今
の

帯
広
・
十
勝
を
築
き
上
げ
て
き
た

こ
と
を
思
う
と
、
厳
冬
期
の
自
転

車
利
用
も
先
祖
代
々
受
け
継
い
で

き
た
帯
広
の
文
化
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
冬
道
の
運
転
は
危
険

が
い
っ
ぱ
い
で
す
の
で
、
交
通
安

全
に
は

十
分
注

意
し
て

も
ら
い

た
い
も

の
で
す
。

帯
広
市
か
ら

「「
帯
広
と
自
転
車

「
帯
広
と
自
転
車
とと

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
」」

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

～～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に
⑭

～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に
⑭
～～

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

「
ス
テ
ル
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

略
称
で
「
ス
テ
マ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
、

消
費
者
に
宣
伝
と
は
気
付
か
れ
な
い
方
法
に
よ
っ

て
宣
伝
を
す
る
手
法
で
す
。

近
年
で
は
、
い
わ
ゆ
る
口
コ
ミ
サ
イ
ト
で
の
や

ら
せ
や
、
芸
能
人
ブ
ロ
グ
の
ペ
ニ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
の
落
札
記
事
等
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
手
法
は
、
景
品
表
示
法
と
い
う
法

律
の
「
不
当
表
示
」
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る

旨
が
消
費
者
庁
か
ら
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
消
費

者
に
と
っ
て
は
、
そ
も
そ
も
宣
伝
で
あ
る
か
否
か

も
分
か
ら
な
い
こ
と
が
非
常
に
問
題
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
取
引
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
評
判
が
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
思

い
ま
す
。

し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
宣
伝

方
法
が
あ
る
こ

と
も
注
意
し
な

が
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
取
引
を

行
う
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
。

（
文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田

茂
樹

【
問
合
せ
】
企
画
観
光
課（
４
２
）３
９
６
４

「
宣
伝
と
は
わ
か
ら
な
い
宣
伝
も

あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
！
」

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

姉

妹

都

市

通

信

町 の 交 通 事 故

鋲を打ち込んだ
スパイクタイヤ


